
 

令和３（２０２１）年度 ノースアジア大学入学者選抜方法の変更点について（予告） 

 

 

 

 ノースアジア大学では、アドミッションポリシーに基づき、以下のとおり令和３（２０２１）年度の入学者選抜を実施します。なお、入学者選抜

の詳細等については２０２０年度に大学案内と入試要項で公表します。なお、今後重要な事項が決定した場合や予告内容を変更する必要が生じた場

合は、ホームページ上で随時公表します。 

 

 

１．実施予定の入試区分 

 

  ○総合型選抜（旧ＡＯ入試） 

  ○学校推薦型選抜（旧推薦入試） 

  ○一般選抜（旧一般入試） 

  ○大学入学共通テスト利用選抜（旧大学入試センター試験利用入試） 

  ※上記以外の入試区分については決定次第公表します。 

 

２．多面的・総合的評価 

 

   「学力の３要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」）」を適切に評価するため、全入

試区分で、調査書や推薦書、本人記載資料等を積極的に活用し、多面的・総合的評価を行います。活用方法の詳細及び本人記載資料等について

は、決定次第順次ホームページ及び入試要項等でお知らせします。 

 

 

３．各種資格・検定試験の活用予定 

 

  ○本学の全入試区分において、各種資格・検定試験の実績は、その資格・検定試験の内容及びレベルに応じ書類審査で最大限に評価します。 

※各種資格・検定試験とは、英語を含む外国語、簿記、情報処理、その他在籍高校で力を入れて取り組んでいる各種試験・検定や個人で挑戦 

している各種資格・検定等になります。 

  ○英語の資格・検定試験についても全試験区分で活用しますが、対象となるのは大学入試英語成績提供システムの参加要件を満たしている資格・

検定試験となります。この参加要件を満たしている資格・検定試験であれば、英語成績提供システムを経由しないものでも活用します。総合

型選抜、学校推薦型選抜では CEFR のレベルに応じ書類審査で最大限に評価します。一般選抜、大学入試共通テスト利用選抜での活用方法は

「４．大学入学共通テスト及び大学入試英語成績提供システムの利用状況」をご覧ください。 

 

 

４．大学入学共通テスト及び大学入試英語成績提供システムの利用状況 

 

試験区分 項目 対応 

総合型選抜 共通テスト利用 

【経済学科・法律学科・国際観光学科】 利用しない （旧 AO 入試） 国語記述式利用 

 英語成績提供システム利用 

学校推薦型選抜 共通テスト利用 

【経済学科・法律学科・国際観光学科】 利用しない （旧推薦入試） 国語記述式利用 

 英語成績提供システム利用 

一般選抜 共通テスト利用 
【経済学科・法律学科・国際観光学科】 利用しない 

（旧一般入試） 国語記述式利用 

 英語成績提供システム利用 【経済学科・法律学科・国際観光学科】 利用する 

 英語成績提供システムの 

利用方法 

【経済学科・法律学科・国際観光学科】 

※受験科目を英語で受験した場合、英語の成績（100 点満点）に CEFR レベル

に応じた得点（A1:10 点、A２:20 点、B１:30 点）を加点する。加点により

100 点を超えた場合は 100 点として扱う。 

※CEFR レベル B２以上の場合は 100 点とみなし英語の試験を免除する。 

※英語成績提供システムを経由しない成績も活用し加点する。 

 英語成績提供システムで 

利用する参加試験の種類 
【経済学科・法律学科・国際観光学科】 全種類 

 2 回の成績の利用方法 【経済学科・法律学科・国際観光学科】 スコアの良い方 



大学入学共通テスト利用選抜

（旧大学入試センター試験 

利用入試） 

共通テスト利用 【経済学科・法律学科・国際観光学科】 利用する 

○利用方法 

 経済学科 

  ※得点上位科目（２科目）を本学で選択する。 

 法律学科・国際観光学科 

  ※得点上位科目（前期は３科目、中期・後期は２科目）を本学で選択する。 

 国語記述式利用 【経済学科・法律学科・国際観光学科】 利用する 

○利用方法 

 経済学科・法律学科・国際観光学科 

※記述式の段階別評価を点数化し、最大 20 点加点（A:20 点、B::15 点、C:10

点、D:５点）する。マーク式の成績（近代以降の文章:100 点満点）と段階別

評価毎の加点（20 点満点）を合計した点数（120 点満点）を、100 点満点

に換算して利用する。 

英語成績提供システム利用 【経済学科・法律学科・国際観光学科】 利用する 

英語成績提供システムの 

利用方法 

○利用方法 

 経済学科 

※リーディングの成績（100 点満点）を 90 点に、リスニングの成績（100

点満点）を 10 点に換算し、100 点満点とする。 

※リーディングとリスニングの合計点に、CEFR レベルに応じた得点

（A1:10 点、A２:20 点、B１:30 点）を加点する。加点により 100 点を

超えた場合は 100 点として扱う。 

 法律学科・国際観光学科 

※リーディングの成績（100 点満点）を 60 点に、リスニングの成績（100 点

満点）を 40 点に換算し、100 点満点とする。 

※リーディングとリスニングの合計点に、CEFR レベルに応じた得点（A1:10

点、A２:20 点、B１:30 点）を加点する。加点により 100 点を超えた場合

は 100 点として扱う。 

 経済学科・法律学科・国際観光学科 

  ※CEFR レベル B２以上の場合は 100 点とみなす。 

  ※英語成績提供システムを経由しない成績も活用し加点する。 

 英語成績提供システムで利

用する参加試験の種類 
【経済学科・法律学科・国際観光学科】 全種類 

 2 回の成績の利用方法 【経済学科・法律学科・国際観光学科】 スコアの良い方 

 


